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◆交通案内

(車で)上信越自動車道・富岡インターより車で約20分

下仁田インターより車で約20分

(列車で)高崎駅より上信電鉄乗り換え

上州一ノ富駅下車 徒歩約15分 史‐.え‐
炒
義

占
●騨 舞 申
開館時間 午前10時～午後3時

至妙義山

◆近郊の観光

(富岡市)

群馬県立自然史博物館

富岡市立美術博物館

富岡市立岡部温故館

富岡製糸場

旧茂木家住宅 。丹生湖

群馬サファリパーク

妙義山 。妙義神社

(下仁田町)

神津牧場

中之嶽神社

荒船山

(甘楽町)

城下町小幡

(高崎市)

観音山 。自衣観音

至安中・高崎

゛
神

の
杜
。

年

の

乗用車、バス等に

て総門前まで入る

事ができます。
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力
緒

御
黍
神

本
斎
し
、
次

い
で
南
方
鋪
川
岸

に
至
り
、
蓬

ヶ
丘
綾
女

谷
に
お
祀
り
し
た
の
が
安
閑
天
皇
元
年
（
五
三

＾
と
二
月

十
五
日
と
伝
え
て
い
ま
す
。

天
武
天
皇
白
鳳

二
年

盆
ハ
七
四
￥

一月
十
五
日
に
初
度

の

本
幣

が
あ
り
、
醍
醐
天
皇

の
延
喜

の
制

に
は
名
神
大
社

に
列
せ
ら
れ
、
上
野
國

一
之
宮
と
し
て
朝
廷
や
民
間

の

崇
敬
を
衆
め
、
明
治
四
年
國
幣
中
社
に
列
格
さ
れ
ま
し

た
が
、
終
戦

に
と
も
な
う
社
格
制
度

の
廃
上
に
よ
り
、

一
之
宮
貫
前
神
社
と
称
し
現
在

に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

現
在

の
社
殿
は
、
徳
川
三
代
将
軍
家
光
公

の
命

に
よ
り

寛
永
十
二
年
■

六
三
五
）
の
御
造
営

で
、
江
戸
初
期

の

幸
一麗
な
造
り

で
、
特

に
本
殿
、
拝
殿
、
楼
門
は
国

の
重
要

文
化
財

に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
ｃ

経ふ

津つ

轟|

ひ

め

お

お

か

な

姫
大
神

|・ 十

御戸 |■l祭 ― イくりJI・ 1を IIiる 行列。

警
全
国
的
に
も
珍
し
い
、
登

っ
て
下
る
参
道
。

警
雷
神
小
窓
　
一九
禄
十

一
年
二
月
の
本
殿
修
復
の
節
に
江
戸
桜
田

の
絵
師
梶
川
政
利
が
描
い
た
も
の
で
、
幾

つ
か
の
伝
説
を
生
み
信

仰
の
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。

警
蛙
の
木
　
太
平
洋
戦
争
末
期
、
境
内
の
樹
木
に
蛙
の
形
を
し
た

茸
（サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
）
が
出
た
の
を

「勝
ち
蛙
」
と
呼
び
多
く
の

参
拝
者
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
「無
事
蛙
」
と
呼
ば
れ
交
通
安
全

の
お
守
り
に
な

つ
て
い
ま
す
。

警
太
々
神
楽
　
縁
山
詳
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
往
古
出
雲
大
社

の
社
家
よ
り
二
十
四
座
が
伝
承
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

奉
納
日
　
一九
旦

・
二
月
卜
五
日

摯
宝

物
館

（有
料
）

貫
前
神
社
で
は
四
〇
〇
点
余
の

宝
物
を
所
蔵
し
、
そ
の

一
部
を

宝
物
館
に
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
奈
良
時
代
以
後
の
鏡

一
六
七
面
が
奉
納
さ
れ
、

「白

銅
月
宮
鑑
」

「梅
雀
文
様
鏡
」

「竹
虎
文
様
鏡
」
は
国
指
定
重

要
文
化
財
に
、
そ
の
他
は
官
岡

市
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

膠鯰魃 |

御
沖
事

例
大
祭

月
次
祭

御
戸
開
祭

鹿
占
神
事

式
年

遷
宮

仮

殿
遷
座

祭

本
殿
遷
座

祭

御
創
建
は
社
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
碓
氷

郡
東
横
野
村
鷺
宮

に
物
部
姓
磯
部
氏
が

経
津

主
神

は
物

部

の
氏
神

で
、

天
照

大
神

の
命

を
受

け

武
甕
槌

神

と
共

に
出
雲

國

の
大
国
主
神

よ
り
天
孫

の
た
め

に
国

上
を
奉

ら
し

め
た
神

で
、
古
水

よ

り
武

の
神

、

建
国

の
祖
神

と

し

て
信

仰

さ
れ

て

い
ま
す
。

姫
大

神

は
御
名

は
不
祥

で
す

が

お
そ
ら
く
綾

女
庄

（
一
之
宮

地

方

の
古
称

）
の
神

で
養
蚕
機

織

の

守
護

神

と
考

え
ら
れ

て

い
ま
す
。

祭
典

は
年
間
七

あ
り
ま
す
。

二
月

十

五

日

毎

月

一
日

二
月

十

四

日

卜

＾
一月
十

二
Ｈ

度

一月

八

日

一年
毎

中
年

の
十

二
月

十

二

日

西
年

の
二
月

十

三

日


